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研究成果の概要（和文）：フィンランドの保育・保育者養成制度は、わが国のような「保育に欠ける」子どもを
対象として構築され、家庭で育児に専念する「専業母」を対象外としてきた保育制度とは大きく異なり、その違
いの根底には「普遍的保育」という理念の浸透があった。
埼玉県内の保育所および地域子育て支援拠点事業を対象とした全数調査の結果から、「専業母」を対象とした一
時保育の実施は十分ではなく、質量ともに充実させる必要があること、一時保育に従事する保育者の満足度や専
門性を発揮できるような制度構築が求められていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The Finnish childcare and child cargivers training system is quite different
 from the childcare system that is constructed for children who are "child careless", and has 
excluded "full time  mother" such as in Japan. The background of the difference is the penetration 
of the "universal childcare" philosophy.
From the results of the survey for the nursery schools and regional child care support center 
projects in Saitama Prefecture, it is clear from the survey results that the implementation of 
temporary childcare for "full time mother" is not enough, that it is necessary to expand both the 
quality and quantity of temporary child care. And it is clear that it is required to establish a 
system that can increase the satisfaction and making use of expertise of the childcare workers 
engaged in.
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１．研究開始当初の背景 

 

 わが国では、女性のライフコースが多様

化する一方で、家庭で育児に専念する「専

業母」は、育児期前後のライフコースやア

イデンティティの断絶という問題を抱えて

いる。 

 それらの連続性を保障し、安心して子ど

もを産み育てることを可能にするために、

いかなる支援が必要かを明らかにすること

が求められている。 

 

２．研究の目的 

 

 1990年代の終わりから、子育て支援が制

度化され、数多い支援メニューが全国で展

開されるようになった。本研究では、「一時

保育」に焦点をあて、専業母の一時保育ニ

ーズや子育て支援としての意義および効果

を検証し、エンパワメントを促すための要

件を提示する。 

 

３．研究の方法 

 

（１）一時保育の制度研究 

 国内および国外の一時保育に関する事例

を収集し、専業母のエンパワメントを促進

するための一時保育の制度的条件について

検討する。本研究では「普遍的保育」とい

う理念が世界でもっと早く提唱されたとさ

れるフィンランドに焦点をあて、フィンラ

ンドの保育制度に関する国外調査を実施し

た。 

 

（２）専業母の子育て支援ニーズに関する

研究 

 自治体調査データの二次分析を通して、

専業母の一時保育やその他の子育て支援サ

ービスの認知度や利用状況、ニーズについ

て考察した。 

（３）一時保育従事者の研究 

 一時保育提供者の労働条件や意識を検討

するため、一時保育の現状に関する量的研

究を行った。対象は、埼玉県内の全認可保

育所および地域子育て支援拠点事業で、一

時保育に従事する保育者である。 

 

４．研究成果 

 

（１）一時保育の制度研究 

 平成 26 年度に実施したフィンランドで

の海外調査結果をもとに、保育制度および

保育者養成制度について、北欧型福祉社会

と日本の比較研究を行った。フィンランド

では「普遍的保育」理念に基づき、保育と

教育を一体化したケアが全ての子どもを対

象として提供されている。とはいえ、制度

上では幼保一元化が実現されている一方で、

保育だけでなく介護や介助を含むケア共通

資格（ラヒホイタヤ）があり、保育者であ

る幼稚園教諭とラヒホイタヤの間には厳密

な職域分離や階層性がある。 

 

（２）専業母の子育て支援ニーズに関する

研究 

 専業母の子育て支援ニーズを量的に把握

するため、専業主婦率の高い東京都 T区と

専業主婦率の低い富山県 I市に焦点をあて、

それぞれの地域で 6歳未満児を育てる母親

を対象とした全数調査のデータを用いて多

変量解析を行った。分析の結果から、専業

主婦とひとくくりにすることは難しく、T

区では、年齢が高く、世帯収入も高い層で、

いずれの子育て支援サービスへのニーズも

低いこと、I 市では、一時保育ニーズは低

いものの、ひろばや講座などへのニーズは

高いことなどが明らかになった。 

 

（３）一時保育従事者の研究 

 埼玉県内の全認可保育所及び地域子育て



支援拠点事業を対象に、一時保育・一時あ

ずかりに関する質問紙調査を実施した。調

査期間は平成 29 年２月、調査票の配布数は

1,174 票で、回収数は 397 票であった（回

収率は 33.8%）。回答者は、各保育所及び地

域子育て支援拠点事業で一時保育に従事す

る職員である。一時保育（一時あずかり）

の実施状況、利用者の様子、一時保育担当

職員の雇用形態、勤務状況、健康状態、仕

事上のストレス、専門性への評価、一時保

育の困難さ等についてたずねた結果、一時

保育従事者の雇用形態や勤務状況はその園

によって異なり、多様であることがわかっ

た。さらに、一時保育従事者は保育をする

子どもとその保護者が一定ではなく、専門

性を発揮することが困難だと感じているこ

とが示唆された。 

 また、一時保育や一時あずかりを提供

する NPO や生協などを対象とした調査

「子育て支援者の身分保障」のデータを

用い、子育てを終えた世代の支援者に焦

点をあてて分析をした。子育て後の世代

は子育て世代に比べて、経済的報酬への

指向性が低い一方で、年間の収入が 130

万円を超える支援者が約 15% を占めて

いる。子育て後の世代の支援者は様々な

動機や背景を持ちながら活動に従事して

おり、子育て世代の「当事者性」を保ち

つつ、世代や専門性を横断するネットワ

ーク形成への貢献が、今後の子育て支援

団体に望まれる方向性であることを指摘

した。 
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